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1．車のライトはロービーム。（光に当たるとホタルが隠れてしまいます）
2．懐中電灯でホタルなどを照らさない。　3．フラッシュ撮影禁止。
4．鑑賞中は禁煙。　5．近隣住宅付近の私有地への無断立ち入り禁止。
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⑤ 交尾を終えたメスは川岸の木や石に生
えたコケに 500 ～ 1000 個の卵を産み、
生涯を終えます。幼虫は発生が進むと
卵の中でも発光を始めます。

幼虫は夏に孵化、すぐに川の中に入
ります。その外見はイモムシに似ており、清流の流れのゆ
るやかな所でカワニナという細長い巻貝を餌にしながら脱皮しながら成長します。
秋、冬を経て翌年の春まで川の中で過ごし、体長 20-30 ㎜と成虫より大きくなります。

　　　　春になって十分に成長した
　幼虫は雨の日の夜に上陸し、川岸
のやわらかい土にもぐって周りの泥

成虫は 5月中旬から 6月にかけて発生し、約 2週間活動した
後生涯を終えます。成虫は餌を食べず、水分のみを摂取し、
活動や産卵は幼虫時代に摂った栄養分で行います。飛んでいる
のはほとんどオスです。メスは草むらで光っています。曇って
いて月明りがなく、蒸し暑くて風のない夜の８時～９時頃に
多く見られます。

オスとメスは発光によりコミュニケーション
をとり、パートナーを見つけたオスは
草むらのメスに向かって
急降下し交尾を行います。

を固めてまゆを作り、その中でサナギに
なり、約 50 ～ 60 日すごします。




